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● 点 鐘 市原ＲＣ会長 藤谷泰弘 
● ソング 手に手つないで 
● お客様 石川松五郎様 松尾様 
       千葉南ＲＣ 吉田様 
● 会長挨拶 市原 RC会長 藤谷泰弘 

   
みなさんこんにちは。本日卓話をいただきます石川

様、千葉南ＲＣ元会長 吉田様、東進電気(株) 松尾様、

お出で頂きありがとうございます。 

今日は、養老川についての卓話でございます。養老

川は市原市の中央を貫く川ですから、養老川の歴史は

市原市の歴史と言えるかもしれません。40年位前の標

語に「汚すまい我らが誇り養老川」というのがありま

した。随分長いこと掲げられていたように記憶してい

ますが、今は使われていないようです。40年前の「汚

すまい我らが誇り養老川」が今でも通用することが、

とても寂しいです。石川様には、後ほど卓話をよろし

くお願いいたします。 

赤星工業さんの新聞記事、回覧します。ご覧ください。 

● 幹事報告 幹事 小川長二 

   
1．横芝ＲＣが改名されました→成田空港南ＲＣ 
2．東京湾Ｃ.Ｃ開催されるゴルフ大会の件(9名参加) 
3．3/23(月)袖ヶ浦合同例会 18:00 ﾚｽﾄﾗﾝ菜心味 
4．4/8の例会卓話変更→4/22に変更になります 

● 委員会報告 

地域貢献基金の件 
運用プロジェクトチームを立ち上げました。 
●卓話 『養老川の移り変わり』 
    

川島会員 
講師紹介 

 
 

 

    
石川松五郎様 
 

1．「養老川」という名称について 
  横浜市の金沢文庫に所蔵されている古文書に上総
国、与宇呂保といぅ地名の記載があるものが一番古い

ヨウロウの標記ではないかと言われる。 
(観応 3年=1325年=鎌倉時代) 
  この後、慶長年間 (1600年頃のもの)梅保の遍照院
の棟札にも同様の 「与宇呂保」と記されている。  
そして、享保 13 年 (1728 年)には、西広と西野、小
折の川欠 (養老川の浸食と堆積による耕地の変化に
伴う)が原因による境界争いの文書が残され、それに
は 「養老川」となっているので、この間、1600～1700
年代に「与宇呂保」が「養老」になったものと推測さ

れる。この与宇呂保から養老は市原市制前の三和町で

あり、その前は養老村と称されていた。なお、養老村

という名前は高坂の玉前神社、石燈籠の台座に 「市
原郡養老の庄」と彫られている。 



                                                    
(嘉永 5年＝1852年=江戸時代未期) 
従って、この地域を流れる川として地名をとって名付

けられたものとみられる。 
 
2．流域 
  清澄山系でアジサイの見どころとして有名な麻綿原
付近の標高 24０ｍ地点に源流を発し、五井地先で東京
湾に注ぐ延長 75㎞の川。これは県内では小櫃川 88㎞、
小糸川 8０㎞に次いで 3番目の長さ。 
  房総半島の丘陵地帯をぬうように流れ、蛇行が多く
昔は大雨が降る度に洪水を繰り返し被害を出してい

た。その結果、徐々に地形をも変えてしまっていった。

そこを有効利用しようと流路を変更、トンネルや掘り

割りを作り、川廻しという形態で耕地を広げた跡が田

渕地区など数か所で見られる。 
  また、中流の高滝ダムで飲料水、下流では山倉ダム
ヘ取水され工業用水、さらには西広堰などでほ灌漑用

水として多目的に利用されている。 
 
3．水運 
  江戸時代中期から小湊鉄道が開通する大正未期まで
養老川の水運は盛んで、最盛期には 170～180 隻の川
舟が行き交っていた。 
  上流からは米や炭、木材などが運ばれ、五井の河口
より五大力船で江戸へと運ばれた。また、帰りには肥

料や塩、海産物、日用品などを積んだ。舟の大きさは

大が長さ 15m、巾 3，5m、小が長さ l0m、巾 2、5m
ほどであった。これに大は米 6０俵、炭は 4００俵程
度、小は米 4０俵位積むことができた。ちなみに、馬
車では 14～15 俵しか積めなかったというから、いか
に水運が便利であったか。そして、上流の葛藤 (大多
喜町)から五井の河口まで下りは 2日程度、上りは 4～
5日程度かかった。 
 
4．自然保護 
私たちが子供の頃は水が澄み、川砂はサラサラで、

泳いだり釣りをして遊んでいた。 
また、多種の川魚が棲み、夏のタ方、水面にはたくさ

んのヤマべがとび跳ね、タ陽にキラキラ輝く光景は風

物詩となり、それは見事であったことを思い出します。 

魚影は水質のバロメーターでもあります。その養老川

を再びと、夢をもち、浄化への努力を新たにし、次代

へ受け継いでいくことが我々の使命ではないかと思

います。 
（参考文献 市原市史） 

 
● ニコニコ・ソーリーボックス 
藤谷会長・小川幹事   
 本日は卓話ありがとうございます。 
小川幹事 
 以前淡粋での会議に急遽出席出来なくなり、事前に

払っていた会費が始関さんより本日戻ってきまし

たので、嬉しく思いニコニコします。 
鶴岡会員 
 石川さんの久しぶりです。今日はすばらしいお話有

難うございます。 
万崎会員 
 僕がデッサンを 1 年間教えていた女の子が市原中
央高校の芸術課に合格しました。「ホッ！」と致し

ました。 
 
● 出席報告 
前々回確定：81.6％ 本日出席：35名  
本日欠席：14名 本日出席率：71.4％ 

 


